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宏 ･高木栄太郎 ･馬場洋子 ･二浦久江 ･佐藤芳範 ･
栗本雅司各先生榊淋 原生物化学研究所)､ ｢願粒球
系骨髄細胞の増殖について｣一中央直樹 ･田坂賢二
先生 (岡山大 ･薬学部)､ ｢霊長類胃粘膜の比較形






































ミン｣-片山泰人 ･加太英明 ･森昭胤各先生 (岡山
大 ･医学部 ･脳代謝研究施設)､ ｢小動物の大量飼
育における自動給餌器の開発｣一石川智之 ･河口充
宏 ･佐藤芳範 ･栗本雅司各先生 (㈱林原生物化学研
究所)･倉林譲先生 (岡山大 ･医学部)､ ｢マウスに
おける自発行動と親行動について｣一野崎大典氏 ･













































































































動｣一川崎翁史 ･池上哲也 ･中嶋尚丈 ･三藤雅之 ･






















システム｣一伊藤(旧姓 :佐藤)美千代 ･森哲也 ･山
本康三 ･太田恒孝 ･阪本知代 ･小出-広 ･村上欽










































聡美 ･伊藤美千代 ･新井成之 ･栗本雅司各先生㈱
林原生物化学研究所 ･藤崎研究所)､ ｢アレルギー
性疾患モデルとしてのBN系ラットの有用性｣一大石











久先生(秋田大 ･医学部 ･附属動物実験施設)､ ｢コ
ラーゲン遺伝子改変と動物疾患モデル｣一二宮義文















里和朗 ･渡辺情 ･桂昌司 ･大熊誠太郎 ･斎藤泰-*




上山和貴 ･大光宗義各氏 (岡山大 ･医学部 ･附属動
物実験施設)､特別講演 ｢ヒトwilson病モデル､肝
癌モデル､免疫不全モデルとしてのLECラット｣一

















について｣-野村穣 ･久保田研二 ･小出-広 ･伊藤
美千代 ･池田雅夫 ･栗本雅司各先生㈱林原生物化
学研究所 ･藤崎研究所)､ ｢ラット脳波におよはす
抗ヒスタミン薬の影響｣一斉藤康一氏 ･亀井千晃先
坐(岡山大 ･薬学部)､ ｢マウスXVⅢ型コラーゲンの
組織内局在｣一内藤一郎 ･香川恵 ･二宮善文*･佐
渡義一各先生(垂井医学研究所､*岡山大 ･医学
部)､特別講演 ｢薬物依存形成におけるdiazepam
binding inhibitor(DBI)の役割｣一大熊誠太郎教
授 ･桂昌司先生(川崎医科大 ･薬理学教室)､岡山大
農 ･薬動物実験施設見学､懇親会｡
以上が岡山実験動物研究会創立後15年間余の活動
であるが､最近では夏(6-7月)と冬(ll-12月)､年
2回定期的に開催している｡ 夏は会員持ち回りの会
場で一般講演を中心として特別講演を織り交ぜなが
ら､また､冬は公共施設で外部講師による招待 ･記
念 ･特別講演を行ってきている｡今後も基本的にこ
の形で研究会が企画 ･運営されるものと考えてい
る｡
現在､地方の研究会としては岡山実験動物研究会
のほかに東北実験動物研究会､北陸実験動物研究
会､筑波実験動物研究会､信州芙験動物研究会､静
岡実験動物研究会､東海実験動物研究会､関西実験
動物研究会､九州実験動物研究会､琉球実験動物研
究会などがあり､それぞれ独自の活動を展開してい
る｡研究会によってその歴史､事業規模､内容など
は異なっているものの､その日的は同じであり､今
後一層､これらの研究会との情報交換を積極的に進
めていくことが重要と考えている｡
岡山実験動物研究会は､これまでの15年間の経
験､蓄積の上にたって今後とも地域性を生かした活
動が展開できればと念じている｡
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｢岡山実験動物研究会の会費に関する内規｣
(趣旨)
第1条 この内規は､岡山実験動物研究会の会費に
関し必要な事項を定める｡
(会費の目的)
第2粂 岡山実験動物研究会の円滑な運営のため
に､正会員ならびに賛助会員は､定められた会費
を納入する｡
(会費の金額)
第3条 会費は､年会費とし､金額は下記の通りと
する｡
1.正会員 1,000円
2.賛助会員 30,000円 (一口)
(会費の納入)
第4条 会費は､郵便払込通知票､現金などで年度
ごとに納入する｡
(会費の免除)
第5桑 名営舎月は､会費が免除される｡
附則
この内規は､昭和59年12月8日から施行する｡
